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講演概要 

生体高分子としてのクロマチンは高分子物理の法則から免れることはできない。例えば、ブラウン運動の

駆動力である熱ゆらぎからの寄与にクロマチンは常にさらされている。さらに、クロマチンの各高分子要素

は隣り合う要素と連結しているため拘束力が発生し、その動きに制約が課される。間期クロマチンの一分

子ヌクレオソームイメージングによって、これらの力の寄与が定常的なクロマチンの動きを支えていることが

明らかになってきた[Iida et al. Sci Adv 2022]。一方で、近年の Hi-C 法の進展によって、クロマチンの 3

次元組織化の構造的特徴を次世代シーケンサーで検出できるようになってきた。その結果、A/B コンパー

トメント、TADs、ループドメインといった新規ゲノム領域が同定され、クロマチン構造と遺伝子発現制御の

関係が分子レベルでわかりはじめてきている。しかしながら、Hi-C 法における化学固定化操作のため、そ

の熱ゆらぎに駆動されたクロマチン動態の特徴は欠落せざるを得ない。そこで我々は、Hi-C データを定量

的に理解し、それを生体高分子としての動的な性質に結びつけるための理論および計算手法を開発して

きた（PHi-C 法） [Shinkai et al. NAR Genom Bioinform 2020; Shinkai et al. Bioinformatics 2022]。

その結果、Hi-C データの特徴的な階層構造パターンが各ゲノム領域の非一様な動きのパターンの違いと

して理解できるようになってきた[Shinkai et al. Biophys J 2020]。本講演では、我々のクロマチン動態数

理研究を中心に紹介し、PHi-C 法を利用した新たな展開に関して議論したい。
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